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研究成果の概要 

2024 年度の研究において、細胞株を用いた研究で青色光単独照射による脳腫瘍制御効果が得られる

ことが示された一方で、脳腫瘍モデル動物に対して青色光を行うことだけでは腫瘍制御に至らないこ

とが判明した。従って、複合的な治療を検討する必要があるため、その手法を検討中である。 

一方で、保険診療として認可されている光線力学療法への光変換技術の応用も図り、光感受性物質を

併用して腫瘍細胞株に対する赤色光での治療について検証した。2024 年度の研究では、腫瘍細胞減少

が得られる必要最小限の赤色高強度を測定することが出来たため、その要求仕様を基に、光照射できる

だけのデバイスの開発を継続している。光変換のためのアップコンバージョンナノパーティクル自体

の改良、アップコンバージョンナノパーティクルを用いたシートなどのデバイス形状の改良や更なる

光変換効率向上を得るための構造上の工夫などを行い光強度の上昇に成功しているが、未だ効率的に

腫瘍細胞を制御するだけの光変換効率には到達していない。更なる変換効率の上昇や、薬剤の変更など

を検証しながら、より効率的な腫瘍制御法の探索を継続する方針である。 
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